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特
集
社
会
的
ジ
レ
ン
マ
の
計
量
社
会
学

製
船
購
入
の
際
、
環
境
に
や
さ
し
い
と
い
う
選
択
基
準
が
、
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
か
を
解
明
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
計
鐘
分
析
を
行
っ
た
。
三
つ
の
市
に
お
け
る
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
洗
剤
と
い
う
日
用
品
と
、
洗
濯
機
と
い
う
頻
繁
に
買
う

こ
と
は
な
い
製
品
の
二
つ
に
つ
い
て
、
選
択
雄
準
に
関
す
る
問
を
分
析
し
た
。
環
境
に
や
さ
し
い
と
い
う
雄
準
を
亜
硯
す
る
か
ど
う
か
を

被
説
明
変
数
と
し
て
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
Ⅲ
州
分
析
を
し
た
結
采
、
収
入
や
学
歴
、
権
威
主
綻
的
態
度
の
他
、
環
境
問
題
に
側
す
る
悩
報

保
有
や
、
関
係
的
資
源
保
有
、
新
製
品
へ
の
態
度
な
ど
が
関
述
を
持
つ
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
人
々
は
、
社
会
に
つ
い
て

十
分
な
情
報
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
協
力
行
動
を
と
る
傾
向
が
あ
る
、
と
い
う
亜
要
な
原
川
を
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
を
「
情
搬
保
有
と
協
力

行
動
の
法
則
」
と
す
る
。
逆
に
言
え
ば
、
社
会
状
況
に
関
す
る
情
報
が
な
い
場
合
、
人
々
は
利
己
的
行
動
を
と
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
各

種
の
社
会
的
資
源
の
中
で
も
、
有
力
者
と
の
人
間
関
係
を
保
有
す
る
こ
と
が
、
製
品
購
入
の
規
定
要
因
と
し
て
重
要
な
こ
と
が
解
明
さ
れ

た
。
こ
れ
を
「
関
係
的
資
源
保
何
と
協
力
行
動
の
法
則
」
と
す
る
。
日
本
社
会
の
特
徴
と
し
て
、
急
激
な
産
業
化
と
都
市
化
の
た
め
、
人

Ⅲ
関
係
を
多
く
持
つ
古
く
か
ら
の
住
民
、
い
わ
ゆ
る
旧
住
民
と
、
持
た
な
い
新
任
氏
の
間
の
迎
い
が
、
大
き
い
と
解
釈
で
き
る
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
］
商
品
選
択
唯
地
関
係
的
資
源
梢
報
保
打
吐

環
境
配
慮
型
製
品
を
選
択
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
人
か

Ｉ
情
報
保
有
と
う
卜
７
”
の
効
果
Ｉ
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定
制
度
）
、
自
動
車
燃
費
性
能
表
示
制
度
の
ス
テ
ッ
カ
ー
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
や
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
制
度
も
（
運
営
組
織
が
役
人
の

的
に
は
、
洗
剤
と
い
う
日
用
品
と
、
洗
濯
機
と
い
う
頻
繁
に
買
う
こ
と
は
な
い
製
品
の
二
つ
に
つ
い
て
、
選
択
基
準
に
関
す
る
問
を
分
析
す
る
。

天
下
り
先
に
な
っ
て
い
る
側
面
は
あ
る
が
）
既
に
日
本
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
ハ
イ
ブ
ッ
リ
ド
自
動
車
や
無
リ
ン
洗
剤
、
家
電

消
費
行
動
研
究
で
も
環
境
と
い
う
要
素
が
注
目
さ
れ
、
商
品
開
発
や
消
費
に
お
い
て
、
企
業
も
個
人
も
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
環
境

製

と
い
う
選
択
基
準
が
、
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
か
を
、
調
査
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
っ
て
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体

２
先
行
研
究
の
問
題
点

よ
》
っ
な
佃
人
が
、
環
境
に
や
さ
し
い
製
叩
叩
を
選
択
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
選
択
蕪
準
を
規
定
す
る
愛
川
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

や
各
種
の
リ
サ
イ
ク
ル
商
Ⅱ
叩
韓
、
環
境
に
や
さ
し
い
こ
と
を
重
視
し
た
商
船
開
発
も
艦
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
ど
の

に
も
関
わ
ら
ず
、
環
境
に
や
さ
し
い
製
品
を
あ
え
て
購
入
す
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
人
々
だ
ろ
う
か
。
本
研
究
の
目
的
は
「
環
境
に
や
さ
し
い
」

に
配
噸
し
た
商
品
に
表
示
さ
れ
る
エ
コ
マ
ー
ク
（
日
本
環
境
協
会
に
よ
る
制
度
）
や
、
、
動
血
の
星
マ
ー
ク
ス
テ
ッ
カ
ー
（
低
排
川
ガ
ス
巾
認

１
研
究
目
的

一
問
題
の
所
在

現
代
の
先
進
諸
国
に
お
け
る
環
境
問
題
の
一
つ
の
背
景
と
し
て
、
大
量
生
産
と
大
量
消
費
と
い
う
社
会
構
造
が
あ
る
。
物
を
大
還
に
消
費
す

お
お
む
ね
、
環
境
に
や
さ
し
い
製
品
は
、
値
段
が
や
や
高
い
、
機
能
が
劣
る
な
ど
、
個
人
に
と
っ
て
は
不
利
益
も
あ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ

にU

lIlI

環
境
問
題
の
解
決
に
は
様
々
な
方
策
が
必
要
だ
が
、
環
境
配
噸
型
製
品

（
商
品
）
が
、
環
境
負
荷
が
小
さ
い
も
の
と
な
れ
ば
、
現
在
の
環
境
問
題
は
か
な
り
の
程
度
、
改
善
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
近
年
、
経
営
学
や

（
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ッ
）
の
開
発
と
販
売
も
亜
要
で
あ
る
。
す
べ
て
の
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社
会
の
多
数
派
の
生
活
ス
タ
イ
ル
と
な
る
た
め
の
、
具
体
的
な
方
策
は
、
現
状
で
は
と
く
に
な
い
の
で
あ
る
。

政
権
へ
の
文
持
も
強
い
。
何
も
か
も
を
環
境
に
結
び
つ
け
る
の
は
お
か
し
い
し
、
経
済
成
長
や
好
景
気
を
維
持
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
い
う
懲

見
が
存
在
す
る
の
だ
。
日
本
も
米
国
も
、
現
在
は
保
守
政
党
が
与
党
で
あ
り
、
経
済
成
長
を
環
境
よ
り
も
優
先
す
る
傾
向
が
あ
る
。
環
境
保
護

れ
な
い
と
い
う
事
実
も
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
環
境
配
慮
行
動
に
対
し
て
、
自
由
主
義
経
済
と
い
う
視
点
か
ら
の
批
判
も
大
き
い
し
、
保
守
的

○
○
）
は
、
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
リ
ズ
ム
の
課
題
と
し
て
、
そ
の
理
念
と
、
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
が
、
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い

れ
ば
、
大
規
模
な
工
場
で
の
生
産
や
、
各
種
の
資
源
の
大
量
消
費
が
必
須
と
な
り
、
様
々
な
環
境
問
題
や
、
使
い
捨
て
商
品
に
よ
る
ご
み
問
題
、

環
境
汚
染
が
必
ず
起
こ
る
と
言
っ
て
良
い
。
か
と
い
っ
て
生
産
規
模
を
落
と
せ
ば
、
経
済
規
模
が
低
下
し
、
経
済
効
率
の
低
下
や
、
不
況
や
失

業
増
、
生
活
苦
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。
今
さ
ら
原
始
的
な
農
村
社
会
に
逆
戻
り
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
消
費
社
会
学
は
、
主
と
し
て
消
費
に

な
世
界
規
模
の
チ
ェ
ー
ン
企
業
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
貢
献
や
環
境
へ
の
配
慮
を
宣
伝
し
、
先
進
的
な
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
よ
う
に
し
て

な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
二
四
五
頁
）
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
元
全
に
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
消
費
ス
タ
イ
ル
は
、
実
現
が
難
し
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
近
年
は
、
多
く
の
企
業
が
環
境
に
や
さ
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
の
よ
う

が
、
近
年
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
消
費
者
（
グ
リ
ー
ン
・
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
）
に
つ
い
て
も
、
研
究
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
間
々
田
（
二
○

よ
る
喜
び
（
効
用
）
増
加
や
、
高
級
ブ
ラ
ン
ド
購
入
（
記
号
消
費
）
へ
の
あ
こ
が
れ
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
が
、
こ
の
と
こ
ろ
は
盛
ん
だ
っ
た

の
あ
る
生
活
ス
タ
イ
ル
）
、
ケ
ニ
ア
の
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
女
史
に
よ
る
三
・
言
巴
冒
一
連
動
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
が

い
る
。
ま
た
筑
紫
（
二
○
○
六
）
は
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
や
、
ロ
ハ
ス
（
｝
し
一
｛
の
、
ご
一
の
⑩
。
｛
・
由
の
四
一
二
］
：
」
の
巨
印
冨
一
冒
一
）
一
一
一
亘
一
健
康
で
持
続
可
能
性

へ
の
反
発
、
つ
ま
り
、
自
由
主
義
経
済
を
否
定
す
る
こ
と
へ
の
反
発
も
あ
る
。
「
環
境
フ
ァ
シ
ス
ト
」
と
い
う
言
葉
も
存
在
す
る
（
間
々
田

○
○
○
な
ど
を
参
照
）
。
米
国
人
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
あ
ま
り
積
極
的
で
は
な
い
し
、
相
変
わ
ら
ず
の
自
動
車
大
国
で
、
公
共
交
通
機
関
や
鉄

向
山
拒
義
経
済
シ
ス
テ
ム
や
市
場
原
理
を
懸
視
す
れ
ば
、
経
済
効
率
が
藩
ち
好
駄
気
を
維
持
で
き
な
い
た
め
、
多
数
の
泊
費
荷
に
は
文
持
さ

Ｉ



１２６

結
果
で
は
な
く
、
寄
本
の
推
測
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
消
費
者
の
方
が
生
活
に
余
裕
が
あ
り
、
財
の
蓄
積
も
多
い
と
い
う
社
会
背
景
も
考
え
ら
れ

収
集
の
有
料
制
と
そ
れ
に
よ
る
負
担
感
の
高
さ
を
あ
げ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
、
多
変
量
解
析
に
も
と
づ
い
て
関
連
を
解
明
し
た

説
し
て
い
る
。
寄
木
（
一
一
○
○
三
、
一
五
○
’
一
五
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、
グ
リ
ー
ン
・
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
度
（
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
選
択
）

台
だ
が
、
大
型
で
燃
費
の
悪
い
Ｓ
Ｕ
Ｖ
（
ス
ポ
ー
ツ
・
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
・
ビ
ー
ク
ル
）
は
「
そ
の
二
三
倍
売
れ
て
い
る
」
（
五
六
頁
）
。
っ

が
高
ま
り
に
く
い
と
い
う
事
実
も
あ
る
。

す
ぎ
な
い
。
「
急
成
長
中
の
中
国
や
イ
ン
ド
が
公
害
大
国
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、
地
球
環
境
の
壊
滅
的
な
破
壊
は
避
け
ら
れ
そ
う
も
な
い
」

ま
り
四
百
万
台
以
上
で
あ
る
。
日
米
と
も
、
年
間
一
千
万
台
を
超
え
る
四
輪
車
を
生
産
し
て
お
り
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
は
そ
の
ご
く
一
部
に

さ
れ
て
い
る
」
（
五
五
頁
）
。
先
進
的
だ
が
不
自
然
で
奇
妙
な
デ
ザ
イ
ン
の
環
境
対
応
住
宅
を
作
る
よ
う
な
や
り
方
で
な
く
、
豊
か
な
消
費
ス
タ

に
つ
い
て
み
る
と
、
ド
イ
ツ
の
消
費
者
が
日
本
の
消
費
者
よ
り
も
実
行
度
が
高
い
。
こ
の
理
由
と
し
て
寄
本
は
、
家
庭
教
育
、
責
任
感
、
ご
み

イ
ル
を
好
む
裕
福
な
階
層
も
味
方
に
つ
け
な
け
れ
ば
、
環
境
問
題
へ
の
対
応
は
成
功
し
そ
う
に
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
グ
リ
ー

な
ど
バ
イ
オ
燃
料
の
生
産
も
増
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
環
境
志
向
の
製
品
は
、
「
ロ
ハ
ス
」
を
支
持
す
る
新
し
い
裕
福
な
消
費
者
層
に
も
歓
迎

（
１
）

く
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
‐
で
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
会
場
に
現
れ
た
こ
と
が
話
題
に
も
な
っ
て
い
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
抽
出
し
た
エ
タ
ノ
ー
ル

企
業
も
、
オ
ー
ガ
ー
ー
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
を
使
っ
た
商
品
を
販
売
す
る
な
ど
の
努
力
を
始
め
て
い
る
し
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
達
が
、
高
級
車
で
な

道
は
盛
ん
で
は
な
い
。
た
だ
、
ヨ
ー
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク

五
年
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
カ
ト
リ
ー
ナ
の
影
響
の
た
め
か
、

ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
リ
ズ
ム
を
実
現
す
る
た
め
の
一
つ
の
戦
略
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
二
○
○
五
年
の
販
売
台
数
は
二
○
万

（
五
○
頁
）
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
米
国
で
は
環
境
問
題
以
前
に
、
貧
困
問
題
や
犯
罪
問
題
な
ど
深
刻
な
社
会
問
題
が
多
く
、
環
境
へ
の
関
心

寄
本
（
二
○
○
三
）
は
、
古
紙
、
容
器
包
装
、
生
ご
み
、
自
動
車
、
家
電
、
。
ハ
ソ
コ
ン
、
衣
料
品
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
簡
潔
に
解

ユ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
日
本
版
』
一
一
○
○
六
年
八
月
一
一
日
号
に
よ
れ
ば
、
最
近
の
原
油
価
格
高
騰
や
、
二
○
○

米
国
で
も
環
境
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
。
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
の
よ
う
な
利
益
第
一
の
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例
え
ば
杉
浦
（
一
一
○
○
三
）

動
の
集
積
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
起
こ
る
問
題
に
、
と
く
に
着
目
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
以
外
は
あ
ま
り
考
慮
し

研
究
で
、
年
齢
や
学
歴
に
多
様
性
は
な
い
し
、
や
は
り
格
差
や
階
層
、
社
会
構
造
と
い
う
視
点
は
な
い
。
た
だ
広
瀬
（
一
九
九
五
）
は
、
粉
せ
つ

正
の
関
連
を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
年
齢
や
居
住
年
数
だ
け
で
な
く
、
学
歴
や
収
入
、
そ
の
他
の
生
活
の
余
裕
や
、
各
種

け
ん
使
川
の
規
定
囚
に
つ
い
て
五
回
帰
分
析
を
行
い
、
朏
住
年
数
、
粉
石
け
ん
の
長
所
や
短
所
の
評
価
、
汚
染
へ
の
貢
任
感
な
ど
が
、
使
川
と

行
動
、
愛
他
的
行
動
、
向
社
会
的
行
動
）
の
発
生
、
つ
ま
り
社
会
秩
序
の
発
生
と
維
持
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
研
究
は
、
個
人
行

な
い
し
、
手
法
と
し
て
は
社
会
心
理
学
的
か
、
実
験
室
内
の
も
の
、
あ
る
い
は
、
ご
く
限
ら
れ
た
事
例
の
記
述
が
多
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

種
の
協
力
行
動
を
説
明
す
る
た
め
に
十
分
と
は
一
一
［
え
な
い
。
社
会
的
ジ
レ
ン
マ
研
究
は
、
環
境
問
題
に
限
ら
ず
、
様
々
な
協
力
行
動
（
利
他
的

食
品
な
ど
を
買
う
余
硲
が
あ
る
こ
と
は
、
論
理
的
に
は
予
測
で
き
る
。
た
だ
、
貧
窩
の
差
や
生
活
の
余
硲
の
述
い
な
ど
社
会
階
屈
や
社
会
柵
造

の
社
会
的
資
源
と
、
行
動
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
ど
の
分
野
の
研
究
者
で
あ
れ
、
基
礎
的
な
分
析
と
し
て
行
う
こ
と
は
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。

ど
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
は
、
現
実
の
社
会
に
お
け
る
人
々
の
環
境
配
慮
行
動
や
行

ル
は
、
こ
の
分
野
で
の
モ
デ
ル
と
し
て
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
心
理
的
な
側
而
の
み
を
見
た
モ
デ
ル
で
あ
り
、
社
会
構
造
や
貧
揃
の
差
な

は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
実
は
あ
ま
り
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
広
瀬
（
一
九
九
四
）
に
よ
る
、
環
境
配
慮
行
動
の
規
定
因
の
モ
デ

３
社
会
階
層
構
造
と
環
境
配
慮
型
製
品

る
。
日
本
人
の
方
が
、
生
活
に
余
裕
が
な
く
、
安
い
製
品
を
選
び
た
い
と
い
う
志
向
が
よ
り
強
い
た
め
、
環
境
に
悪
い
が
安
い
製
品
を
選
ぶ
と

い
う
理
由
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。

現
実
の
社
会
に
は
貧
し
い
人
も
豊
か
な
人
も
い
る
し
、
収
入
が
高
く
生
活
に
余
裕
が
あ
る
人
の
方
が
、
値
段
の
高
い
環
境
配
慮
製
品
や
有
機

(よ
、

環
境
配
噸
製
品
に
関
す
る
大
学
化
を
対
象
と
し
た
実
験
結
果
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
学
生
対
象
の

■０１ＦＩＩ巴Ｐ－ｉ・》‐－．００．＄ｔ▽・・ＤＢい・し０■■ロ８．Ｌ⑱Ｂ■可．．■’■ＰＬＵＳ００．ｌｂ。‐】．．■Ｉ・巴・鄙】。④．‐凸．！■００■・・ＬＬ：ｊ由Ｆ少・口晤ｄＦＰｌ匹Ｆ■。Ｐ■！】■●■■■Ｐ・や・１“■■■‐ロ可Ｔ『卜．．Ⅱ．．】■■し．■Ｌ：】ｌドート・由ＴＰ二・田凸Ｊ１旱も１－Ｔｌ■ｄ■Ｆ』■■ロ▲〃】■ｒ■Ｂ・・Ｐ二■■Ｆ■■Ⅲ■』■■１Ｔ６Ｊ■■■』●ケゲ｜■▲■・Ｉ．｜■■■■ＰｔＢＤ叶凸。ｒ■Ｐ■ｒ忠・可Ｊ１十日Ｔｅ■ロ■Ｐ■１ＥＰｄ■■Ｐ■■山上■■■■■Ｌロ■■いら■■■Ｐ凸ＰＩｄＣ凸■。■■■■■■１Ｆ１，００■Ｏｒ００６０Ｉら■■■Ｆ■．Ⅲ？■‐ｆ５ｒＢＤⅡ４



１２８

製
品
の
普
及
等
」
（
二
四
○
－
二
四
一
頁
）
と
い
う
項
目
を
設
け
、
環
境
ラ
ベ
リ
ン
グ
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
に
つ
い
て
簡
略

境
ラ
ベ
ル
を
つ
け
た
製
品
は
多
数
あ
り
、
こ
の
ラ
ベ
ル
が
、
ど
こ
ま
で
信
用
で
き
る
か
消
費
者
に
は
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
一
一
点
を
挙
げ
て
い

製
品
の
場
合
、
現
状
で
は
ど
う
し
て
も
価
格
や
品
質
の
点
で
そ
れ
以
外
の
製
品
に
比
べ
て
劣
る
」
こ
と
と
、
「
環
境
に
や
さ
し
い
「
｜
と
い
う
環

識
の
高
ま
り
が
必
ず
し
も
実
際
の
購
買
行
動
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
環
境
配
慮
型

大
学
生
や
主
婦
な
ど
限
ら
れ
た
対
象
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
所
（
二
○
○
瓦
、
司
七
Ｈ
）
は
環
境
行
の
調
査
を
紹
介
し
た
上
で
、
「
環
境
意

を
行
い
（
三
四
頁
）
、
情
報
源
が
多
い
ほ
ど
行
動
が
多
い
と
い
う
結
果
を
図
に
し
て
い
る
の
が
注
目
に
値
す
る
。

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
実
態
調
査
」
を
も
と
に
、
環
境
情
栩
の
情
報
源
の
数
と
、
実
施
し
て
い
る
環
境
保
全
行
動
の
数
に
つ
い
て
ク
ロ
ス
集
計

な
記
述
を
行
っ
て
い
る
。
だ
が
個
人
の
消
費
行
動
に
関
す
る
記
述
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
な
い
。
た
だ
し
平
成
一
五
年
版
で
、
『
環
境
に
や
さ

動
に
関
す
る
分
析
は
少
な
い
。
長
沢
・
察
（
二
○
○
一
一
一
）
は
、
い
く
つ
か
の
商
品
に
関
し
て
意
識
や
行
動
の
分
析
を
し
て
い
る
が
、
デ
ー
タ
は

４
分
析
枠
組
み
と
仮
説

る
。
一
九
八
九
年
以
来
、
ご
み
問
題
調
代
を
行
っ
て
き
た
岫
活
環
境
研
究
会
の
こ
れ
ま
で
の
分
析
に
も
、
エ
コ
マ
ー
ク
や
環
境
配
噸
型
製
品
に

調
査
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
も
の
は
な
い
。
環
境
経
営
学
に
関
す
る
文
献
も
、
グ
リ
ー
ン
・
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
に
関
す
る
記
述
が
少
し
あ
る
が
行

記
述
や
、
持
続
可
能
な
発
展
（
切
巨
の
ｓ
ご
号
｜
の
△
の
一
『
⑦
一
・
一
〕
曰
の
三
）
に
関
す
る
考
察
は
あ
る
。
し
か
し
消
灘
者
行
動
や
製
品
選
択
基
準
に
つ
い
て

【
○
一
ｍ
ｇ
」
（
９
９
）
、
日
引
・
有
村
（
二
○
○
一
一
）
な
ど
、
環
境
経
済
学
に
関
す
る
各
種
文
献
も
、
企
業
の
取
り
組
み
に
関
す
る
い
く
つ
か
の

つ
い
て
の
問
が
一
九
九
三
年
調
査
に
あ
る
も
の
の
、
分
析
は
多
く
は
な
い
。
環
境
符
は
、
「
平
成
一
八
年
版
環
境
白
書
」
で
「
環
境
配
慮
型

社
会
的
資
源
が
不
平
等
に
分
配
さ
れ
て
い
る
構
造
を
、
社
会
階
層
構
造
と
い
う
。
情
報
や
収
入
だ
け
で
な
く
、
人
々
は
各
種
の
社
会
的
資
源

弓
巨
『
己
の
『
・
勺
困
『
８
自
二
因
呉
の
曰
昌
（
］
毛
』
）
、
植
田
（
一
九
九
六
）
、
。
の
一
』
（
］
老
『
）
、
｝
‐
菌
ご
一
亀
・
の
ぎ
。
、
『
の
二
四
且
二
二
一
（
の
（
］
や
君
）
、

串軋・口咄・咄与．咄・・・・・・・咀坪叩咄・軋咄叩・・叩壹１Ｆ．』卜。殆い■

一
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学
一
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．
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．
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Ⅱ
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ｊ
・
・
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鄙
：
蛤
：
。
，
ｊ
‐
・
・
・
菫
，
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’
。
ｒ
・
ロ
ゴ
：
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□
ｆ
』
‐
・
‐
・
・
・
、
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‐
ｉ
・
・
今
ｊ
：
。
：
二
…
‐

醗
醗
醗
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畿
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鱗
鰹
垈
寵
醗
騨
灘
鴨

新
性
比
の
〃
が
、
い
わ
ゆ
る
「
意
識
が
』
向
い
人
々
」
で
あ
り
、
環
境
問
題
に
対
し
て
横
極
的
に
と
り
組
む
傾
向
が
あ
る
と
も
肴
え
ら
れ
る
。
こ

意
識
（
権
威
主
義
的
服
従
）
と
、
行
政
へ
の
信
頼
と
、
二
つ
の
解
釈
が
考
え
ら
れ
る
。
役
所
内
部
の
公
務
員
も
旧
住
民
が
多
い
た
め
、
旧
住
民

同
ｔ
で
仲
間
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
仲
間
意
識
が
強
け
れ
ば
、
信
頼
感
が
高
く
、
協
力
し
よ
う
と
い
う
意
思
は
発
生
し
や
す

う
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
上
下
関
係
を
重
視
す
る
価
値
観
と
は
別
に
、
行
政
へ
の
信
紋
感
の
効
果
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
そ
の
一
方
、

と
し
て
は
、
古
く
か
ら
そ
の
土
地
に
住
む
、
い
わ
ゆ
る
旧
住
民
の
方
が
役
所
の
方
針
に
従
う
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
原
因
と
し
て
、
お
上

間
と
環
境
配
慮
の
関
連
も
検
討
す
る
。

の
解
釈
だ
と
人
間
関
係
の
効
果
で
は
な
く
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
懲
識
の
間
さ
や
学
歴
の
問
題
と
言
え
る
。

だ
け
で
な
く
、
人
々
の
関
心
の
高
さ
や
、
社
会
的
な
問
題
へ
の
協
力
懲
忠
が
、
よ
り
重
要
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

い
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
旧
住
民
は
伝
統
的
な
価
値
観
が
強
く
、
権
威
に
従
う
べ
き
と
い
う
価
値
の
た
め
に
、
行
政
の
方
針
に
従

七
一
頁
）
は
、
社
会
的
資
源
を
、
物
的
資
源
、
関
係
的
資
源
、
文
化
的
資
源
の
３
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

し
て
は
、
有
力
者
と
の
人
脈
や
権
力
な
ど
と
す
る
。
た
だ
、
環
境
に
や
さ
し
い
製
品
と
社
会
的
資
源
保
有
の
関
連
は
、
必
ず
し
も
明
確
に
な
っ

を
保
有
す
る
。
社
会
的
資
源
と
は
、
人
々
の
欲
求
の
対
象
と
な
り
、
か
つ
十
分
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

て
は
い
な
い
。
本
論
で
は
、
以
下
で
仮
説
を
立
て
計
賦
分
析
を
行
う
。

○
・
｜
の
曰
昌
（
こ
の
、
」
忠
◎
）
や
｛
Ｕ
巨
目
四
二
］
四
】
】
（
｜
ｚ
煙
】
］
の
言
（
己
①
②
）
以
降
、
盛
ん
に
な
っ
た
社
会
関
係
資
本
（
、
。
ｓ
四
一
ｓ
ご
冒
一
）
の
議
論
は
、

仮
説
４
人
間
関
係
を
多
く
保
有
し
、
近
所
づ
き
あ
い
に
熱
心
な
、
積
極
的
な
人
ほ
ど
、
環
境
配
慮
行
動
が
多
い
。
こ
れ
は
、
一
つ
の
解
釈

仮
説
３
時
間
に
余
裕
が
あ
る
人
ほ
ど
、
環
境
配
慮
行
動
が
多
い
。
本
調
査
で
は
、
仕
事
時
間
と
い
う
質
問
項
目
を
設
け
て
い
る
の
で
、
時

仮
説
２
収
入
と
は
無
関
係
に
、
教
育
を
受
け
意
識
が
商
い
人
ほ
ど
、
環
境
配
胆
行
動
が
多
い
。
環
境
へ
の
配
虚
に
は
、
生
活
水
準
の
高
さ

仮
説
１
筒
収
入
で
生
活
に
余
硲
が
あ
る
人
ほ
ど
、
「
環
境
に
や
さ
し
い
」
と
い
う
雄
準
を
製
品
選
択
に
お
い
て
碁
噸
す
る

｜
、
、

Ｌ・・・・．・母咄壯

（
３
）

富
永
（
一
九
七
九
、
一
九
八
六
、
二

関
係
的
資
源
と
は
、
本
論
の
定
義
と

』

‐
ご
－
‐
ト
ー
‐
４
１
１
１
Ｉ
Ｔ
６
９
ｌ
ｈ
ｑ
－
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
１
Ｉ
ｇ
Ⅱ
Ⅱ
８
８
０
日
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
！

‐
Ｉ
‐
！
‐
１
１
，
ｌ
‐
．
！
‐



１３０

周
囲
の
状
況
に
つ
い
て
十
分
に
情
報
を
持
ち
、
何
が
協
力
行
動
と
し
て
有
効
な
の
か
知
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
社
会
へ
の
協
力
意
思
を
よ
り
持
つ

集
冒
頭
の
解
説
を
参
照
。
本
論
の
分
析
で
は
、
製
品
選
択
基
準
の
複
数
回
答
（
問
一
九
Ａ
ま
た
は
Ｂ
）
に
お
い
て
、
○
を
つ
け
た
個
数
が
０
の

人
は
無
回
答
と
し
て
除
い
た
。
ま
た
性
別
無
回
答
も
デ
ー
タ
か
ら
削
除
し
、
結
果
と
し
て
一
七
○
三
人
（
水
俣
男
九
一
、
水
俣
女
五
二
○
、
仙

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
認
知
能
力
（
情
報
処
理
能
力
）
の
問
題
で
は
な
く
、
情
報
保
有
量
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
、
実
験
室
実
験

よ
》
っ
に
な
る
だ
ろ
う
。
逆
に
情
報
が
十
分
に
な
い
場
合
、
利
己
的
行
動
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
何
が
利
他
的
行
動
に
な
る
の
か
分
か
ら
な
い

行
動
が
少
な
い
。
イ
ン
グ
ル

や
購
買
行
動
と
の
関
連
は
、

暖
昧
で
多
義
的
だ
が
、
人
間
関
係
と
信
頼
と
い
う
、
二
つ
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
な
る
べ
く
シ
ン
プ
ル
な

な
変
数
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
以
下
の
分
析
の
項
で
説
明
す
る
。

関
係
的
資
源
の
変
数
と
し
て
、
後
述
の
人
間
関
係
を
保
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
問
を
分
析
に
Ⅲ
い
る
。
こ
の
他
に
、
転
居
経
験
と

に
よ
る
協
力
行
動
研
究
や
、
ゲ
ー
ム
理
論
的
な
社
会
的
ジ
レ
ン
マ
研
究
は
、
情
報
保
有
量
に
関
す
る
検
討
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
具
体
的

い
う
変
数
も
、
新
住
民
の
指
標
と
し
て
用
い
る
。

ニ
デ
ー
タ

仮
説
６
情
報
を
持
つ
人
ほ
ど
、
協
力
行
動
が
可
能
で
あ
り
、
環
境
を
配
慮
す
る
。
こ
れ
は
本
研
究
に
お
け
る
主
要
仮
説
で
あ
る
。
人
々
は
、

仮
説
５
消
費
文
化
へ
の
な
じ
み
（
物
画
主
義
志
向
や
物
欲
）
が
あ
る
人
は
、
消
費
に
よ
る
効
川
や
個
人
的
便
利
さ
を
優
先
し
、
環
境
配
噸

わ
れ
わ
れ
が
二
○
○
五
年
に
水
俣
、
仙
台
、
名
古
屋
で
行
っ
た
Ｇ
Ｏ
Ｍ
ｌ
二
○
○
五
調
査
デ
ー
タ
を
使
用
。
調
査
に
つ
い
て
詳
し
く
は
本
特

あ
ま
り
実
証
研
究
が
な
い
。

ハ
ー
ト
の
脱
物
質
主
義
の
研
究
以
降
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
様
々
な
議
論
が
あ
る
が
、
環
境
配
慮
製
品
の
選
択

「
↓
一
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メーカーが信頼できる
４２

３９洗浄力が強い

3３環境にやさしい

4０

3０

知名度

１１
昔から使っている

2０

□１８－－□１８一口１９
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ﾕﾆｰ･寂一一一一．`－
～

新しい製品

箱の大きさ

７
４

．ＣＯ・

仙台男性名古屋男性水俣女性仙台女性名古屋女性

｢それぞれを買うとき．あなたはどのようなことを考えに入れるでしょうか」

0

水俣男性

洗濯用の洗剤

図１

合
、
水
俣
、
仙
台
、
名
古
屋
の
順
で
％
が
低
く
な
っ
て
い
く
。
名
古
屋
で
な

水
俣
で
は
環
境
へ
の
関
心
が
強
い
こ
と
の
反
映
か
も
し
れ
な
い
。
女
性
の
場

想
定
し
た
回
答
か
も
し
れ
な
い
。
環
境
に
や
さ
し
い
と
い
う
基
準
は
、
水
俣

え
る
。
大
都
市
で
は
、
環
境
へ
の
関
心
が
低
い
の
か
、
あ
る
い
は
環
境
以
外

男
性
の
五
割
以
上
、
水
俣
女
性
の
四
割
以
上
が
、
考
慮
す
る
と
答
え
て
い
る
。

ぜ
、
環
境
を
考
慮
す
る
人
が
少
な
い
の
か
は
、
今
後
分
析
す
べ
き
課
題
と
言

域
で
五
割
前
後
の
人
が
考
雌
す
る
と
答
え
て
い
る
。
た
だ
多
く
の
粉
の
洗
剤

出
し
た
結
果
が
図
ｌ
で
あ
る
。
ど
の
地
域
で
も
、
価
格
が
安
い
こ
と
が
も
つ

と
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
詰
め
替
え
川
が
あ
る
こ
と
も
、
多
く
の
地

は
、
詰
め
替
え
川
は
販
売
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
は
液
体
洗
剤
な
ど
を

１
製
品
選
択
の
基
準
地
域
別

折
に
用
い
た
。
回
帰
分
析
に
お
い
て
は
、
説
明
変
数
に
無
回
答
が
あ
る
も
の

台
男
七
七
、
仙
台
女
五
四
四
、
名
古
屋
男
四
九
、
名
古
屋
女
四
二
二
）
を
分

三
分
析
結
果

は
さ
ら
に
除
か
れ
て
い
る
の
で
、
よ
り
人
数
が
少
な
い
。

洗
濯
用
の
洗
剤
に
つ
い
て
、
ど
の
基
準
を
考
慮
す
る
か
を
地
域
別
に
％
を

鞠
・
欝
鍋
・
蛆
・
、
塾
・
鶴
・
菟
軽
・
升
・
蹴
睨
・
蝿
轍

jｌ
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8０
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Bの一
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・込６２－．－－．‐益･‐６̄３
６０‐

メーカーが信頼できる

語音が静か
51耐久性がある

４７価格が安い
=二二三藷

４F

5０
。－４m

夢42夢二参発4０

3０
環境にやさしい

機能が豊富

新しい製品

デザインがよい

７
２
７
３

２
２
１
１

2０

1０

0

水俣男性仙台男性名古屋男性水俣女性仙台女性名古屋女性

「それぞれを買うとき､あなたはどのようなことを考えに入れるでしょうか」
洗濯機

図２
準
は
、
三
割
前
後
が
考
慮
し
て
い
る
が
、
他
の
基
準
と
比
べ
て
と
く
に
多
い

価
格
が
安
い
は
、
五
割
前
後
が
考
慮
で
あ
る
。
環
境
に
や
さ
し
い
と
い
う
基

五
％
前
後
が
考
慮
し
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
の
信
頼
、
音
が
静
か
、
耐
久
性
、

慮
が
少
な
い
。
新
製
品
を
出
し
て
も
、
も
は
や
目
新
し
い
こ
と
は
な
い
し
、

り
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

と
は
言
え
な
い
。
機
能
、
デ
ザ
イ
ン
、
新
し
い
製
品
と
い
う
基
準
は
、
あ
ま

と
も
考
慮
す
る
と
い
う
回
答
が
多
く
、
と
く
に
仙
台
と
名
古
屋
の
女
性
は
七

あ
ま
り
消
費
者
の
関
心
を
引
か
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

基
準
の
考
慮
は
、
二
割
程
度
で
あ
る
。
新
し
い
製
品
や
箱
の
大
き
さ
は
、
考

割
近
く
が
重
視
し
て
い
る
。
昔
か
ら
使
っ
て
い
る
も
の
、
知
名
度
、
と
い
う

２
製
品
選
択
の
基
準
と
収
入

い
う
基
準
を
重
視
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
基
準
と
、
回

な
い
。
メ
ー
カ
ー
が
信
頼
で
き
る
こ
と
は
、
こ
の
逆
の
順
で
あ
る
。
洗
浄
力

は
、
三
～
四
割
の
地
域
で
考
慮
さ
れ
て
い
る
が
、
仙
台
の
女
性
だ
け
は
、
五

の
様
々
な
問
題
が
あ
る
た
め
、
人
々
が
他
の
こ
と
を
考
慮
す
る
の
か
も
し
れ

収
入
が
多
く
、
生
活
に
余
裕
が
あ
る
人
ほ
ど
、
「
環
境
に
や
さ
し
い
」
と

洗
濯
機
購
入
の
さ
い
の
基
準
が
図
２
で
あ
る
。
電
気
代
や
水
道
代
が
、
も
つ
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、０
５
０
５
０
５
０
５
０

６
５
５
４
４
３
３
２
２

仙台女性

水俣女性

名古屋女性

300万円未満300-500万円500-700万円700-900万円900万円以上

未満未満未満

年収別の製品選択基準洗濯用の洗剤50-60代

「環境にやさしい｣を考えに入れる割合

図３

め
女
性
に
し
ぼ
り
、
年
齢
の
効
果
を
除
く
た
め
、
年
齢
は
五
○
歳
～
六
九
歳
ま
で
に

し
ぼ
っ
た
。
四
○
歳
代
ま
で
は
子
育
て
や
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
費
川
か
か
か
り
、
年

収
が
多
く
て
も
生
活
に
余
裕
が
な
い
世
帯
も
多
く
、
単
純
に
年
収
の
効
果
を
見
る
こ

と
は
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
年
収
は
単
純
化
の
た
め
に
Ⅲ
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
た
。
洗

剤
に
関
す
る
結
果
が
図
３
で
あ
る
。
ど
の
地
域
で
も
、
高
収
入
ほ
ど
「
環
境
に
や
さ

し
い
」
と
い
う
基
準
を
考
慮
す
る
人
が
塒
え
る
よ
う
な
、
単
調
増
加
の
関
連
は
見
ら

れ
な
い
。
仙
台
で
は
、
年
収
九
○
○
万
円
以
上
の
人
は
、
他
よ
り
も
環
境
を
配
慮
す

る
。
年
齢
は
し
ぼ
っ
て
い
る
が
、
年
収
は
あ
る
擢
皮
あ
っ
て
も
、
何
ら
か
の
理
川
で

生
活
に
余
裕
が
な
い
世
帯
が
存
在
し
、
環
境
を
考
慮
し
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

る
割
合
が
多
い
が
、
年
収
五
○
○
万
円
未
満
と
比
べ
れ
ば
数
％
の
違
い
で
あ
り
、
統

計
的
に
有
意
な
差
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
収
入
と
製
品
選
択
基
準
に
は
、
こ
の
よ

う
に
表
面
的
な
二
変
数
の
関
連
を
兄
る
限
り
、
と
く
に
関
迎
が
な
い
と
言
っ
て
良
い
。

図
４
の
洗
擢
機
で
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
ど
ち
ら
の
図
も
、
七
○
○
万
円
以
上
九
○

○
万
円
未
満
の
部
分
な
ど
、
割
合
の
低
い
部
分
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す

答
者
の
世
帯
年
収
の
関
連
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
た
だ
し
男
性
は
人
数
が
少
な
い
た

３
製
品
選
択
基
準
に
関
す
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析

。
Ｉ
．
‘
・
ｇ
Ｉ
０
ｉ
Ｐ
ｌ
↑
’
１
１
１
Ｊ
。
〃
Ｉ
が
‐
‐

「
環
境
に
や
さ
し
い
」
と
い
う
製
品
選
択
堆
準
の
規
定
要
因
を
解
明
す
る
た
め
、
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６０
５
０
５
０
５
０
５
０

５
４
４
３
３
２
２
１
１

女性

女性

屋女性

300万円未満300-500万円500-700万円700-900万円900万円以上
未満未満未満

年収別の製品選択基準洗濯機50-60代
「環境にやさしい｣を考えに入れる割合

図
の
指
標
と
し
て
、
地
域
移
動
経
験
ダ
ミ
ー
変
数
（
問
一
一
一
七
を
も
と
に
、
生
ま
れ
て
か

４
ば
一
と
し
て
、
二
つ
の
合
計
得
点
）
を
用
い
た
。
新
住
民
と
旧
住
民
に
関
す
る
一
つ

慮
も
、
有
意
な
規
定
力
を
持
つ
。
た
だ
新
製
品
考
慮
は
、
仮
説
と
逆
に
正
の
規
定
力

準
を
考
慮
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
情
報
保
有
、
関
係
的
資
源
、
新
製
品
の
考

が
あ
り
、
高
年
齢
ほ
ど
、
ま
た
低
収
入
ほ
ど
「
環
境
に
や
さ
し
い
」
と
い
う
選
択
基

数
）
を
用
い
た
。
家
事
担
当
者
対
象
の
調
査
の
た
め
、
デ
ー
タ
に
男
性
は
少
な
い
の

品
考
慮
（
洗
剤
と
洗
濯
機
の
両
方
に
つ
い
て
、
新
製
品
か
ど
う
か
を
考
慮
す
る
な
ら

ら
ず
っ
と
現
在
の
市
内
に
住
ん
で
い
る
場
合
は
○
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
一
と
し
た
変

的
資
源
保
有
（
問
二
九
の
、
議
員
と
管
理
職
公
務
員
と
の
つ
き
あ
い
保
有
の
合
計
得

も

点
）
、
権
威
主
義
的
態
度
、
ま
た
、
消
費
文
化
へ
の
な
じ
み
の
指
標
と
し
て
、
新
製

に
関
す
る
一
一
一
地
域
の
結
果
を
提
示
す
る
。

で
、
回
帰
分
析
で
は
女
性
の
み
を
分
析
対
象
と
し
た
。
以
下
で
、
ま
ず
洗
濯
用
洗
剤

き
、
仕
事
時
間
、
情
報
保
有
（
ご
み
問
題
に
関
す
る
一
一
ユ
ー
ス
へ
の
接
触
）
、
関
係

ダ
ミ
ー
変
数
二
・
○
型
の
変
数
）
と
い
う
基
本
属
性
項
目
の
他
、
仮
説
に
も
と
づ

年
齢
、
教
育
年
数
、
年
収
、
持
ち
家
ダ
ミ
ー
変
数
、
埴
身
者
ダ
ミ
ー
変
数
、
自
営
業

る
を
１
、
入
れ
な
い
を
０
と
し
た
と
し
た
ダ
ミ
ー
変
数
で
あ
る
。
説
明
変
数
と
し
て
、

（
Ｆ
Ｄ
）

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を
行
う
。
被
説
明
変
数
は
、
一
」
の
基
準
を
考
慮
に
入
れ

表
１
の
水
俣
女
性
の
結
果
を
見
る
と
、
年
齢
が
正
の
、
収
入
が
負
の
有
意
な
係
数1iJ

ijL
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表１洗剤の選択基準環境にやさしいもの水俣女性
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表２洗剤の選択基準環境にやさしいもの仙台女'性
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（
Ｕ
５
５
８
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Ｊ
ｌ
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１
戸
⑪
１
０
３
５
０
０
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■
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●
◆
●
■
●

０
Ⅲ
【
Ｉ
０
０
９
】
ｌ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
リ
】
ｎ
Ｕ
八
Ｕ
０
〔
５

日
１

１
１

リ
】

0.000

0.005

069

0.397

0」11

0.281

0856

0.001

0.111

0.932

０８０７

0.698

0.000

1.039

1.202

1.000

0779

2019

1.564

1.000

1.332

1.172

0993

０９５３

０９１７

0.001

Ｃｏｘ＆ＳｎｅｌｌＲ２

Ｕｌｌ６

NagelkerkeR2
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－２対数尤皮
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表３洗剤の選択基準環境にやさしいもの名古屋女性

標fV1誤差Wal〔１イj適確率Ｅｘｐ（Ｂ）Ｂ

年齢

教ﾃﾞﾌﾞｲﾄﾞ数

世帯(|;収

持家ダミー

単身打ダミー

自営業ダミー

什Ⅱ!｢Ⅱｻﾞ間

情報保有

関係的ff源

権威ｉｆ義態度

新製肺考慮

地域移動経験

定数

0.006

-0.015

0.000

-0230

O059

q269

-OOOl

0245.

0.295＊

-0.201蝮

0.190

０．０６９

－２．２８２

１
１
０
７
１
５
１
３
７
８
２
６
一
、

川
肥
Ⅲ
幻
別
前
川
川
Ⅲ
的
羽
塑
側

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｉ

0.328

0036

0.005

0685

0.012

0.515

１５８０

5.656

5.380

1.245

0.569

0.078

2.330

【
Ｉ
０
４
８
３
３
９
７
０
９
１
９
７

６
５
１
０
１
７
０
１
２
３
－
，
７
２

５
８
９
４
９
４
２
０
０
０
４
７
ｌ

ザ
●
■
■
●
●
■
■
■
■
●
■
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

1006

0.985

1.000

0795

1.061

1.309

0.999

Ｌ２７７

Ｌ３'３

０．８１８

Ｌ209

1.071

0.102

ＣＯＸ＆ＳｎｃｌｌＲ凶

０．０６６

－２対数に度

412.735

NaRclkPrk〔DＲ２

ＯＯ９１

Ｎ
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護＊１９６水準で{j感 "５０６水峨で有意

境
に
や
さ
し
い
」
と
い
う
選
択
基
準
を
重
視
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
い

的
資
源
も
有
意
な
規
定
力
が
あ
り
、
人
間
関
係
を
持
っ
て
い
る
人
ほ
ど
「
環

情
報
保
有
は
有
意
な
規
定
力
を
持
っ
て
い
る
。
購
買
行
動
の
規
定
因
と
し

折
結
果
と
し
て
は
、
問
題
な
い
値
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

係
的
資
源
な
ど
に
よ
り
、
選
択
雌
雄
の
多
く
の
こ
と
を
説
明
で
き
る
よ
う

だ
。
ｚ
四
ｍ
の
一
百
『
寄
罰
ぽ
っ
」
前
後
だ
が
、
社
会
調
査
デ
ー
タ
に
関
す
る
分

る
関
連
が
あ
り
重
要
な
よ
う
だ
。
ま
た
、
仙
台
以
外
の
地
域
で
は
、

果
に
な
っ
て
い
る
。
年
齢
や
学
歴
、
収
入
な
ど
基
本
属
性
は
、
名
古
屋
に

威
主
義
的
な
人
ほ
ど
、
環
境
に
や
さ
し
い
こ
と
を
考
慮
し
な
い
と
い
う
紬

お
い
て
は
有
意
な
規
定
力
を
持
た
な
い
。
名
古
屋
で
は
、
情
報
保
有
や
関

采
を
持
つ
。
ま
た
、
権
威
主
義
態
度
が
負
の
効
果
を
持
つ
。
つ
ま
り
、
権

報
を
も
つ
人
ほ
ど
環
境
に
や
さ
し
い
と
い
う
基
準
を
考
庖
し
て
い
る
と
い

て
、
他
の
変
数
の
効
果
を
除
い
て
も
、
情
報
保
有
は
統
計
的
に
意
味
の
あ

え
る
。
表
３
の
名
古
屋
女
性
で
は
、
情
報
保
有
と
関
係
的
資
源
が
正
の
効

を
持
つ
。
情
報
保
有
は
三
地
域
と
も
有
意
な
規
定
力
を
持
っ
て
い
る
。
情

表
２
の
仙
台
女
性
で
は
、
年
齢
、
学
歴
と
、
怖
報
保
有
が
有
意
な
規
定
力

が
あ
り
、
こ
れ
を
考
慮
す
る
人
ほ
ど
環
境
に
や
さ
し
い
こ
と
を
考
慮
す
る
。

地
域
に
よ
っ
て
規
定
要
閃
は
異
な
る
が
、
す
べ
て
の
地
域
に
お
い
て
、関
係
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表４洗濯機の選択基準環境にやさしいもの水俣女性

標準誤差Ｗａｌｄｆｊ意確率Ｅｘｐ（Ｂ）Ｂ

年齢

教育年数

'1ﾋｲ'1F（l:収

持家ダミー

Ili身行ダミー

１．１営業ダミー

化11時|Ｍ１

↑If報保h「

lⅢ(系的資源

樅威主鑑態度

新製品考臘

地域移動経験

定数
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0.014
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表５洗濯機の選択基準環境にやさしいもの仙台女性

標準誤差Ｗｉｌｌ(ｌｆｌ意確率Exl〕（Ｂ）Ｂ

年齢

数行年数

１１t･Hf年収

持家ダミー

Iil身濁ダミー

１１常堆ダミー

Ⅱ:`liIlIFlll1

↑,Ii報保(『

関係的iif源
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表６洗濯機の選択基準環境にやさしいもの名古屋女性

標準誤差Ｗ31(１イj態liM1率Exl〕（Ｂ）Ｂ

年齢

教育年数

'１t帯ｲ1:収

持家ダミー
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、営業グミー

イヒ`liII$１１１］

↑,ｻﾞ報保ｲI
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権威1;義態度
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０．００３
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0329
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璽±１％水池でｲn世 軍５０６水準で有意

も
し
れ
な
い
。

主
婦
が
多
く
仕
砺
時
間
が
長
く
は
な
い
し
、
関
連
が
出
に
く
か
っ
た
の
か

森
は
、
家
事
担
当
者
が
回
答
者
と
な
る
世
帯
対
象
の
調
査
で
あ
り
、
中
業

四
結
論

よ
》
っ
だ
。

地
域
で
は
、
新
製
品
考
慮
も
有
意
な
規
定
力
を
持
っ
て
い
る
。
た
だ
、
他

の
要
因
は
有
意
な
関
連
は
な
い
。
情
報
保
有
仮
説
が
、
全
地
域
で
適
切
な

か
ら
つ
き
合
い
か
多
い
よ
う
な
、
活
発
な
人
間
が
、
環
境
に
も
興
味
を
侍

治
的
に
は
上
層
で
上
着
の
人
が
、
生
活
に
余
裕
が
あ
り
、
環
境
を
考
慮
す

て
、
情
報
保
有
が
正
の
有
意
な
規
定
力
を
持
つ
。
ま
た
、
名
古
屋
以
外
の

ろ
生
活
の
余
桁
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
も
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
Ⅱ
項

く
つ
か
の
解
釈
が
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。
関
係
的
資
源
の
保
有
が
多
く
、
政

つ
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

購
買
行
動
に
お
い
て
、
洗
剤
も
洗
濯
機
も
、
多
く
の
地
域
で
三
割
程
度

仕
事
時
間
は
、
す
べ
て
の
表
に
お
い
て
有
意
に
な
ら
な
か
っ
た
。
本
調

洗
濯
機
に
関
す
る
結
果
が
表
４
以
降
で
あ
る
。
す
べ
て
の
地
域
に
お
い

良



環境配IIipIM製品を選択するのはどのような人か１３９

り
う
る
。
多
く
の
場
合
、
年
を
と
る
に
つ
れ
社
会
化
が
進
む
。
社
会
化
、
す
な
わ
ち
社
会
の
ル
ー
ル
を
受
容
し
て
い
る
程
度
の
効
果
な
の
か
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に
よ
る
行
動
の
変
化
な
ど
の
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
と
は
別
に
、
何
ら
か
の
価
値
観
の
変
化
を
表
し
て
い
る
の
か
、
い
く
つ
か
の
解
釈
が
あ
り
う
る
。
あ
る
い
は
、
社
会
的
役
判
の
変
化
や
、

も
し
れ
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
を
明
確
に
分
け
て
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
日
本
社
会
の
分
析
に
お
い

お
い
て
は
、
学
歴
が
関
連
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
環
境
へ
の
意
識
の
高
さ
か
、
あ
る
い
は
知
的
水
準
か
、
認
知
能
力
も
、
環
境
配
慮
と
関
連
し
て

な
っ
て
お
り
、
地
域
に
よ
っ
て
、
環
境
考
慮
と
い
う
基
準
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
要
因
は
異
な
る
よ
う
だ
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
あ
る
地
域
に

て
は
、
関
係
的
資
源
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
は
主
張
で
き
る
。

る
。
し
か
し
水
俣
の
女
性
は
、
収
入
が
有
意
な
関
連
が
あ
り
、
学
歴
は
な
い
。
ま
た
名
古
屋
女
性
で
は
両
方
と
も
関
連
が
な
い
と
い
う
結
果
に

環
境
を
砦
虚
し
た
購
買
行
動
を
す
る
の
で
は
な
く
、
学
歴
が
高
い
、
つ
ま
り
知
識
を
持
ち
意
識
が
高
い
人
が
、
環
境
を
考
慮
し
て
い
る
と
言
え

噸
が
多
い
と
は
言
え
な
い
よ
う
だ
。
た
だ
、
収
入
で
な
く
資
産
の
効
果
を
見
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
分
析
の
余
地
は
あ
る
。

い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
れ
と
は
別
な
要
因
と
し
て
、
そ
の
北
地
に
長
く
住
む
土
着
の
人
か
ど
う
か
、
と
い
う
要
因
も
重
要
か

の
場
合
、
収
入
は
関
連
が
な
い
が
、
高
学
雌
な
人
ほ
ど
考
慮
す
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
つ
ま
り
、
単
純
に
経
済
的
に
余
裕
が
あ
る
人
が
、

な
く
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
の
結
果
で
も
、
表
１
に
お
い
て
有
意
な
関
連
が
あ
る
の
み
だ
っ
た
。
単
純
に
年
収
が
多
い
ほ
ど
、
環
境
配

の
が
目
立
つ
が
、
他
の
基
準
に
比
べ
て
、
そ
れ
ほ
ど
強
く
考
感
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
世
帯
年
収
は
、
選
択
基
準
と
表
面
的
な
関
連
は

の
人
が
「
環
境
に
や
さ
し
い
」
と
い
う
基
準
を
考
慮
し
て
い
る
。
水
俣
で
は
四
割
以
上
が
、
洗
剤
の
購
入
に
お
い
て
考
慮
す
る
と
答
え
て
い
る

新
製
品
考
慮
は
、
今
回
は
消
費
文
化
へ
の
な
じ
み
（
物
質
主
義
志
向
や
物
欲
）
の
指
標
と
し
て
Ⅲ
い
た
の
だ
が
、
衣
ｌ
か
ら
６
の
中
の
い
く

洗
剤
の
一
‐
環
境
に
や
さ
し
い
」
を
考
慮
す
る
こ
と
の
規
定
因
と
し
て
は
、
年
齢
の
効
采
も
見
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
い
く
つ
か
の
解
釈
が
あ

ど
の
よ
う
な
人
が
環
境
を
考
慮
し
て
製
品
を
購
入
す
る
か
に
つ
い
て
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を
行
っ
た
結
果
に
よ
る
と
、
仙
台
女
性

’
一
‐
‐
ｉ
Ｌ
ｌ
卜
．
Ｉ

■
０
５
口
‐
ロ
ロ
■
・
Ｉ

ｉ
ｆＩ

ｉ



１４０

有
意
な
関
連
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
「
関
係
的
資
源
保
有
と
協
力
行
動
の
法
則
」
と
す
る
。
お
そ
ら
く
急
激
な
産
業
化
と
都
市
化
の
た
め
、
新
住

虚
し
て
は
い
な
い
。
今
回
の
結
果
か
ら
、
人
々
は
、
社
会
に
つ
い
て
Ｉ
分
な
情
報
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
協
力
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
、
と

合
、
人
々
は
利
己
的
行
動
を
と
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
都
会
や
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
環
境
配
噸
が
少
な
い
こ
と
の
、
一
つ
の
説

れ
ま
で
実
験
心
理
学
的
な
協
刀
行
動
研
究
や
、
社
会
的
ジ
レ
ン
マ
研
究
で
は
、
社
会
的
資
源
や
社
会
階
層
、
格
差
の
問
題
な
ど
を
、
十
分
に
考

明
と
し
て
も
使
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
社
会
が
回
大
で
人
口
帝
度
が
薄
い
場
合
は
、
口
コ
ミ
で
社
会
状
況
が
把
握
で
き
る
よ
う
な
、
日
本

ろ
し
か
な
く
な
る
、
と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

う
問
題
も
あ
っ
た
。
人
々
は
、
収
入
や
学
膝
だ
け
で
な
く
、
情
報
や
人
間
関
係
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
資
源
を
保
有
す
る
。
様
々
な
資
源

し
て
い
た
。
つ
ま
り
情
報
と
い
う
資
源
を
保
付
す
る
ほ
ど
、
環
境
に
や
さ
し
い
と
い
う
雌
雄
を
考
慮
し
て
、
製
品
を
購
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

の
田
舎
の
よ
う
な
狭
い
範
朋
の
社
会
で
は
な
い
ｃ
そ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、
社
会
状
況
に
関
す
る
情
報
が
少
な
く
、
人
々
は
利
口
的
行
動
を
と

い
う
亜
要
な
原
則
を
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
を
「
情
報
保
有
と
協
力
行
動
の
法
則
」
と
呼
ぼ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
社
会
に
関
し
て
勝
報
が
な
い
場

の
不
平
等
分
配
の
構
造
を
社
会
階
層
構
造
と
い
い
、
多
く
待
つ
人
と
持
た
ざ
る
人
は
行
動
が
違
う
こ
と
は
当
然
、
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ

て
、
十
分
に
解
明
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
社
会
心
理
学
的
な
研
究
は
多
か
っ
た
が
、
社
会
的
資
源
保
有
に
関
す
る
考
慮
は
少
な
い
と
い

う
要
因
も
考
慮
す
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
新
製
品
へ
の
興
味
が
強
く
、
現
代
の
消
費
生
活
に
敏
感
な
人
は
、
環
境
に
や
さ
し

い
と
い
う
製
砧
の
新
た
な
Ⅲ
伽
に
も
、
強
い
関
心
を
待
つ
と
い
う
効
果
が
、
衣
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

っ
か
で
は
、
有
意
な
規
定
力
を
持
っ
た
。
た
だ
係
数
は
正
で
あ
り
、
仮
説
と
は
逆
に
、
消
費
文
化
に
な
じ
ん
で
い
る
人
ほ
ど
、
環
境
配
慮
と
い

本
研
究
の
結
論
と
し
て
、
と
く
に
関
係
的
資
源
保
有
の
持
つ
効
果
に
注
目
し
た
い
。
多
変
鼠
解
析
の
結
果
、
関
係
的
資
源
は
多
く
の
場
合
に

協
力
行
動
や
社
会
秩
序
は
、
社
会
学
の
主
要
な
課
題
（
秩
序
問
題
）
だ
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
発
化
要
因
は
、
大
規
模
な
調
査
デ
ー
タ
に
よ
っ

今
回
の
回
帰
分
析
で
は
、
す
べ
て
の
地
域
に
お
い
て
、
ご
み
問
題
に
関
す
る
情
報
保
有
が
、
製
品
選
択
の
雅
準
に
対
し
有
意
な
影
稗
を
及
ぼ

．
‐
：
：
…
，
ｉ
Ｉ
ｌ
‐
‐
…
…
Ｉ
ｒ
‐
：
，
１
１
１
Ｉ

１
１
１
１
１

１
１
１
１
「
Ｉ

ｂ
■
●
１
１
６
０
Ⅱ
↑
け
Ｐ
Ｉ
ｒ
ｂ
０
１
－
Ⅱ
ビ
ー
ロ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
１
ｒ
６
９
ｌ
０
０
０
０
０
Ｂ
ｂ
□
Ｏ
０
６
Ｌ
０
ｆ
０
Ⅱ
ｕ
０
０
０
Ｃ
０
』
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後
の
研
究
の
発
展
を
考
え
る
上
で
も
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
一
一
一
口
え
る
だ
ろ
う
。

研
究
の
分
析
に
よ
り
、
環
境
へ
の
配
慮
と
、
怖
搬
や
社
会
的
澄
源
の
保
行
比
に
、
い
く
つ
か
の
有
意
な
側
述
が
兄
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
今

と
し
て
、
持
て
る
者
と
持
た
ざ
る
者
の
違
い
、
つ
ま
り
格
差
の
構
造
（
社
会
階
層
構
造
）
を
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本

卵
諭
や
合
理
的
選
択
理
論
が
成
果
を
あ
げ
て
い
る
が
、
社
会
学
で
は
研
究
成
果
が
少
な
い
主
な
理
由
は
、
こ
の
点
に
あ
る
。
も
う
一
つ
の
理
由

自
分
の
行
動
に
影
轡
を
与
え
な
い
よ
う
な
人
規
模
社
会
で
は
、
ゲ
ー
ム
理
論
が
有
効
で
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
｜
つ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
取
引

分
析
な
ど
、
大
規
模
社
会
の
研
究
に
お
い
て
、
ジ
レ
ン
マ
研
究
や
ゲ
ー
ム
理
論
的
な
説
明
は
、
あ
ま
り
成
果
を
挙
げ
て
い
な
い
。
他
者
行
動
が
、

理
学
的
な
社
会
的
ジ
レ
ン
マ
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
前
者
の
分
野
で
は
、
あ
る
程
度
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
社
会
調
査
デ
ー
タ
の
計
量

社
会
的
な
意
思
決
定
の
近
く
に
位
置
す
る
た
め
、
社
会
へ
の
協
力
に
肯
定
的
な
態
度
を
持
つ
と
い
う
効
果
が
あ
る
と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い

に
参
加
す
る
人
数
が
限
定
さ
れ
て
い
る
、
経
済
学
で
の
取
引
の
ゲ
ー
ム
や
、
政
治
学
で
の
議
会
内
の
駆
け
引
き
に
関
す
る
分
析
で
は
、
ゲ
ー
ム

だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
こ
の
よ
う
な
資
源
を
多
く
待
つ
と
い
う
こ
と
は
、
何
ら
か
の
生
活
の
余
裕
を
表
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

民
と
旧
住
民
の
違
い
が
大
き
く
、
人
間
関
係
を
保
有
す
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
行
動
も
異
な
る
の
で
あ
る
。
関
係
的
資
源
を
多
く
待
つ
人
ほ
ど
、

筆
者
の
考
え
で
は
、
社
会
学
は
、
秩
序
問
題
（
協
力
行
動
に
関
す
る
研
究
）
と
、
社
会
櫛
造
研
究
の
、
大
き
く
、
一
分
野
か
ら
な
る
。
実
験
心

（
３
）
投
資
や
再
生
産
を
重
視
し
た
場
合
、
資
源
で
な
く
資
本
と
い
う
一
一
一
一
ｍ
葉
を
使
う
が
、
ど
ち
ら
も
同
じ
意
味
で
あ
る
。
財
や
価
価
と
い
う
言
葉
か
用
い
ら
れ
る

（
２
）
排
し
く
は
岫
活
環
境
研
究
会
編
（
一
几
九
四
）
参
照
。

（
１
）
ト
ヨ
タ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
卓
ブ
リ
ウ
ス
が
注
目
さ
れ
た
背
餓
に
つ
い
て
は
塚
本
（
玉
○
○
六
）
に
詳
し
い
。

●◆

》王

こ
と
か
あ
る
が
、
内
容
に
と
く
に
逃
い
は
な
い
。
社
会
的
置
源
の
分
馴
や
、
社
会
階
肘
に
つ
い
て
排
し
く
は
村
淑
（
、
一
○
○
一
、
兎
○
○
Ｌ
ハ
）
を
参
照
。
側

－
１
－
－
－
－
‐
，
‐
ｌ
’
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｂ
ｒ
ｌ
ｒ
Ｉ
，
：
Ｉ
Ｉ

、
卍
咄
ｈ
ｊ
凸
鍜
‐
。
！
、
。
Ｌ
・
・
＃
咄
〉
・
叩
背
・
皿
咄
咄
・
、
町
、
咄
鞠
・
蛆
Ⅶ
蛆
・
弓
〉
『
和
鞄
』
訂
．
剤
準
淵
轤
平
打
劃
乎
邪
浄
韓
珂

←
０
）‐
１
１
‐
し
。
‐
・
－
０
‐
‐
１
■
ｌ
９
ｌ
ｄ
Ｉ
ｌ
‐
●
Ｉ
ｑ
ｐ
Ｕ
ｑ
ｔ
０
７
０
Ｂ
９
Ｉ
Ｖ
ｌ
５
１
１
０
－
Ｉ
８
ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｐ
Ｊ
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筑
紫
哲
也
二
○
○
六
『
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
』
岩
波
書
店
。

ェ
昌
一
ｇ
・
之
一
鳥
・
」
閉
Ｃ
二
｝
ョ
・
め
す
○
ｍ
『
呂
昌
〔
一
』
〕
⑦
二
三
三
一
の
。
］
竃
「
鉤
ミ
ミ
》
ミ
急
ミ
ミ
Ｒ
Ｓ
」
ミ
ミ
ら
園
（
ミ
言
。
ミ
ミ
ミ
、
冒
畳
烏
・
○
〆
｛
Ｃ
）
．
（
一
［
「
己
冤
の
一
・
巴
ご
｝
〕
扇
路
．
（
政
策

。
⑦
一
二
．
切
自
ご
Ｃ
ご
量
・
同
ミ
ミ
ミ
ミ
冒
一
②
８
苫
ミ
ミ
⑧
（
ロ
ミ
ミ
『
員
胃
弓
》
》
ミ
ニ
ミ
Ⅱ
ご
Ｃ
Ｃ
・
三
・
Ｑ
・
學
宅
「
国
一
一
・
（
秋
山
次
郎
他
訳
一
一
○
○
二
『
環
境
経
済
学
入
門
』

の

○
・
一
ｓ
目
罠
」
色
三
Ｃ
い
、
．
乞
麗
・
弓
⑪
Ｃ
の
国
一
ｓ
三
国
一
冒
曰
：
』
・
の
四
三
・
二
・
二
］
目
］
盲
８
－
）
一
菌
一
・
三
聖
量
昌
ｓ
》
』
舌
ミ
》
冨
一
＆
ぬ
ミ
ミ
ロ
堕
三
坐
冨
‐
］
旨

日
引
聡
・
有
村
俊
秀
二
○
○
二
『
入
門
環
境
経
済
学
－
－
環
境
問
題
解
決
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
中
央
公
論
新
社
。

（
６
）
例
え
ば
、
大
規
模
な
社
会
に
お
い
て
は
、
近
所
の
人
が
リ
サ
イ
ク
ル
行
動
を
変
え
よ
う
が
変
え
ま
い
が
、
自
分
の
行
動
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
ば
な
い
。
こ

（
５
）
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
の
使
川
例
に
つ
い
て
は
村
瀬
二
九
九
九
）
を
参
照
。

（
４
）
脱
物
質
主
義
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
が
、
］
局
一
Ｃ
言
『
←
（
一
℃
。
』
□
ｇ
）
や
、
一
二
嫡
一
Ｃ
富
］
・
←
自
〔
一
一
割
｜
四
目
面
自
（
一
語
『
）
な
ど
を
参
照
。

科
学
研
究
所
環
境
経
済
学
研
究
会
訳
一
○
○
五
「
環
境
経
済
学
ｌ
理
論
と
実
践
」
勁
箪
萱
鰐
。
）

日
本
評
論
社
。
）

引
用
文
献

近
所
の
朧
視
が
厳
し
い
よ
う
な
、
閉
鎖
的
で
圧
力
の
強
い
社
会
、
い
わ
ゆ
る
村
社
会
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、
近
所
の
人
の
行
動
を
気
に
せ
ず
に
は
い
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

な
い
よ
う
な
こ
と
も
、
現
実
に
は
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
選
挙
な
ど
で
は
、
周
囲
の
人
々
が
み
な
特
定
候
術
に
投
票
す
る
よ
う
な
場
合
、
暗
黙
の
圧
力
を
感
じ

係
的
資
源
の
実
証
分
析
に
つ
い
て
は
、
村
瀬
二
九
九
八
、
一
九
九
九
）
も
参
照
。
な
お
関
係
的
資
源
の
定
義
は
先
行
研
究
に
よ
り
多
様
で
あ
る
。

の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
筆
考
が
何
度
か
、
調
査
準
備
中
の
我
々
の
研
究
会
で
指
摘
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
人
Ⅲ
密
度
が
高
く
移
動
が
少
な
く
、

］
老
Ｃ
・
写
ミ
ミ
ミ
ご
言
具
②
ミ
ミ
ニ
＆
（
）
・
ェ
②
『
畠
『
（
一
己
己
『
の
扇
一
こ
つ
『
の
⑫
⑫
。
（
久
慈
利
武
監
訳
二
○
○
六
『
社
会
理
論
の
基
礎
』
青
木
課
店
。
）
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長
沢
伸
也
・
察
壁
如

で
こ
（
二
ｍ
口
】

村
瀬
洋
一

間
々
田
孝
夫
二
○
○
○
『
消
費
社
会
論
」
有
斐
閣
。

｛
〈
○
一
ｍ
国
二
台
｝
】
昌
・
｜
扇
□
・
ｇ
Ｓ
・
厨
》
ご
き
き
愚
ミ
ミ
②
８
菖
菖
園
・
○
〆
｛
。
『
（
｜
ご
己
急
『
⑭
｝
ご
一
〕
『
Ｃ
訟
・
（
細
江
守
紀
他
訳
二
○
○
一
「
環
境
経
済
学
入
門
』
有
斐
閣
。
）

豆
、
｜
の
可
四
『
一
・
宛
○
二
四
一
（
一
陣
、
８
←
（
○
句
｜
凹
口
四
ｍ
四
二
・
］
房
『
．
こ
く
四
一
巨
の
：
四
二
ｍ
の
ヨ
ヨ
こ
ご
め
（
二
四
一
⑪
Ｃ
ｓ
の
三
の
⑩
。
：
エ
ョ
ミ
計
Ｓ
『
串
ミ
ミ
目
へ
吻
亘
ｓ
『
ｇ
記
由
昌
、
ミ
巴
」
』
毛
‐
屋
一
・
・

自
肩
一
の
う
四
】
・
←
・
『
。
『
］
四
三
」
毛
（
｝
。
、
ミ
へ
ミ
雨
・
等
笥
冒
』
ｓ
ミ
ミ
ミ
》
曼
冒
ミ
ミ
⑫
。
§
宮
・
勺
『
三
ｓ
一
○
一
］
ロ
ヨ
ニ
の
『
⑪
一
こ
つ
『
の
い
め
。
（
村
山
皓
・
富
沢
克
・
武
重
雅
文
訳

広
瀬
幸
雄
一
九
九
四
「
環
境
配
噸
行
動
の
規
定
囚
に
つ
い
て
」
『
社
会
心
理
学
研
究
』
一
○
、
四
四
－
五
五
頁
。

｛
ご
頃
一
の
盲
『
｛
・
司
○
昌
一
（
一
」
ヨ
ヨ
・
『
詳
望
、
員
記
ミ
ミ
ミ
ミ
ー
・
で
『
三
８
８
二
Ｃ
己
『
の
『
い
－
こ
つ
『
の
＄
（
三
宅
一
郎
・
金
丸
輝
男
・
嵐
沢
克
訳
一
九
七
八
『
静
か
な
る
革
命

こ
こ
…
旨
で
一
扇
璽
（
河
川
鯛
一
訳
一
○
○
一
『
哲
学
す
る
氏
主
張
鍵
ｌ
伝
統
と
改
革
の
市
蝶
的
撒
造
」
Ｎ
Ｔ
Ｔ
珊
繊
．
）

五
○

，

二

治
懲
織
の
現
在
（
一
几
几
冗
年
Ｓ
Ｓ
Ｍ
洲
侭
シ
リ
ー
ズ
七
一
』
一
九
九
派
年
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
盃
研
究
会
、
一
三
一
’
一
Ⅱ
○
頁
。

ｌ
政
治
意
識
と
行
動
儀
式
の
変
化
」
東
洋
経
沸
新
鶴
社
．
）

：
一
『
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
フ
ト
と
政
治
変
動
』
東
洋
経
済
新
報
社
。
）

再
◎
す
の
『
こ
）
・
・
罰
。
’
〕
の
『
［
Ｆ
８
目
『
」
一
目
（
｜
］
奇
「
一
胃
一
一
陰
く
・
Ｚ
四
二
の
三
一
・
己
冨
・
三
国
透
》
鎬
号
三
Ｒ
日
こ
こ
。
悪
』
Ｑ
亀
ミ
ミ
ミ
ミ
言
ミ
ミ
ミ
ミ
》
』
冒
含
・
勺
『
旨
（
愚
５
コ

○
○
六

○
○

Ｌ
Ｌ
Ｌ

ｊ
ｊ
ｊ

Ｌ
Ｌ
・
ｋ

ｊ
ｊ
ノ

Ｌ
Ｌ
・
Ｌ

ｊ
ｊ
Ｉ四
○
頁
。

○
○
三
『
環
境
対
応
繭
．
“
の
巾
蝋
性
ｌ
「
簡
品
企
幽
七
つ
道
具
」
の
活
川
』
兇
洋
萱
鵬
．

「
階
級
・
階
層
を
め
ぐ
る
社
会
学
」
宇
都
宮
京
子
編
『
よ
く
わ
か
る
社
会
学
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

「
有
力
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
保
有
の
地
域
比
較
」
『
応
用
社
会
学
研
究
』
立
教
大
学
社
会
学
部
、
四
三
、
一
七
’
二
七
頁
。

「
打
力
薪
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
僻
、
の
脱
耀
脚
Ｉ
側
係
的
巌
鰄
を
折
擦
と
し
た
政
治
胸
彫
辮
〃
の
祉
会
階
臓
機
進
」
『
祉
〈
蕊
緋
諭
」

阿
係
的
資
源
保
有
の
格
差
と
規
定
胴
ｌ
有
力
者
と
の
人
闘
関
係
を
指
標
と
し
た
政
治
的
影
響
力
の
艤
欄
艤
造
」
片
瀬
一
男
縞
一
政

『
環
境
と
澗
職
の
社
会
心
噸
讓
ｌ
共
維
と
私
雌
の
ジ
レ
ン
マ
』
名
古
風
大
学
出
版
会
．

九
九
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寄
木
勝
美
二
○
○
一
一
一
『
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
へ
の
道
』
岩
波
酢
店
。

植
川
和
弘

、
｛
ご
『
］
）
の
『
』
｛
」
〈
。
］
・
星
・
ロ
警
一
〔
｜
｛
Ｕ
ｇ
一
・
ｓ
豊
〔
一
』
昌
一
〕
壁
←
の
。
〕
：
」
患
（
一
・
国
》
ミ
ミ
ミ
量
ミ
ミ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
言
２
ミ
ー
ミ
、
三
②
ミ
ミ
ミ
ミ
『
ご
ヨ
ミ
『
Ｓ
こ
｛
鱈
ラ
『
厨
言
】
・
三
一
】
ｇ
←
妨
一
］
＆
［
（
人

●

蟻
不
潔
二
○
ｏ
六
『
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
は
唾
ぜ
プ
リ
ウ
ス
に
繁
る
の
か
Ｉ
知
ら
れ
ざ
る
ト
ヨ
タ
の
世
界
戦
略
』
棚
Ⅲ
蔚
剛
桃
。

撒
水
他
一
一
九
七
九
『
Ⅱ
本
の
階
燗
樅
造
・
一
東
京
大
学
川
版
会
。

所
仙
と
二
○
○
五
『
進
化
す
る
環
境
経
常
』
税
務
経
理
協
会
。

杉
浦
淳
吉
二
○
○
三
『
環
境
配
胆
の
社
会
心
理
学
』
ナ
カ
ニ
シ
ャ
出
版
。

生
活
環
境
研
究
会
編
一
九
九
四
『
生
活
と
環
境
に
関
す
る
仙
台
市
民
意
識
調
査
報
告
書
』
仙
台
巾
環
境
局
。

｛
〕
［
二
愚
ョ
・
再
○
一
）
⑦
】
・
一
口
９
ｓ
・
缶
｝
ミ
ミ
馬
ロ
ミ
『
勇
二
：
ミ
ー
ロ
房
、
ミ
ミ
恩
ミ
ご
ミ
ミ
ェ
ミ
ミ
ミ
》
一
ｓ
蓮
ミ
ミ
ミ
宮
・
切
冒
］
・
皀
痔
、
の
｝
〕
（
』
⑩
（
の
『
。
（
柴
内
康
文
択
二
○
○
六
『
狐

沼
あ
ゆ
み
訳
、
一
○
○
一
『
環
境
経
済
学
入
門
・
』
來
洋
経
済
新
報
社
。
）

独
な
ポ
ウ
リ
ン
グ
ー
ー
Ｉ
米
国
コ
ミ
ュ
ー
ー
テ
ィ
の
崩
壊
と
再
生
』
柏
悲
一
届
。
）

Ｂ
Ｌ
Ⅵ
Ｌ
や
、

ｊ
ノ
ー
ノ
ユ
ノ

九
八
六
『
社
会
学
原
理
』
岩
波
杏
店
。

『
環
境
経
済
学
」
岩
波
書
店
。

’

（
む
ら
せ
よ
》
っ
い
ち
・
立
教
大
学
社
会
学
部
助
教
授
）
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